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木質バイオマス利用の推進



森林資源の現状とバイオマスの利用可能量



林業の現状と今後の計画



木材の有効利用



木質バイオマス発電と他の再エネ発電との違い

平成27（2015）年10月末現在、出力2,000kW以上の施設17か所、
出力2,000kW未満の施設3か所がFIT制度により売電。
さらに、全国で合計約40か所程度の発電設備の新設計画が、FIT制
度の認定を受けており、順次稼動していくことが見込まれている。



発電施設への木材取集のイメージ

5,000kWの発電施設の場合、未利用材の燃料として年間約10万m3の
間伐材等が使用され、約12～13億円の売電収入（燃料代は約7～9億
円）が得られるほか、燃料の収集等を含めて50人以上の雇用が見込ま
れる。



バイオマス発電用チップ原木の山元価格

＝3,875円/ｔ



木質を利用したボイラーの推移

近年、公共施設や一般家庭等において、木質バイオマスを燃料とす
るボイラーやストーブの導入が進んでいる。特に、ボイラーは、近
年、温泉施設や施設園芸等においても利用が進んでおり、全体の導
入数は増加傾向にある。



木質燃料



木質燃料

Ａ重油納入価格調査（平成 ２９年１月分）５８．７円／Ｌ



滋賀県東近江市でのバイオマス関連業務



薪プロジェクト

獣害の原因となっている放置里山の整備を実現するため、伐採・搬出・運搬・薪生産・
薪配達を市民協働型で実施する社会的実証実験を実施。その結果から、獣害をきっかけ
に集落単位で整備される里山資源を、生活困窮者の中間的就労の場として薪生産を行い、
民間での事業活動につながる。関係者の薪ストーブ開発にもつながる。

森林組合、薪遊庭、東近江圏域働き・暮らし応援センター

森林・里山 薪生産・販売

雑木活用機器
製造

薪等雑木活用



獣害をきっかけとした集落ぐるみでの森林整備



・背景
・集落ぐるみの整備の概要と特徴
・整備手法
・整備のメリット
・マニュアル作成



滋賀県高島市今津町椋川

大正時代のホタラ山

昔の里山の風景

滋賀県立大学野間講師提供



現在：手入れされなくなった里山

現在のホタラ山

滋賀県立大学野間講師提供



放置された里山



集落内の道路に出没するシカ



はこわなにかかったイノシシ



緩衝帯と侵入防止フェンス

雪野山 東近江市 下羽田町



 「山の縁はきれいになったが、奥はま
だ相当荒れているので何とかならない
ものか。」という声があがっていた。

 平成24年度に国は「森林・林業再生
プラン」を策定し、森林施業の集約化
と効率化、間伐材の利用促進を図るた
めに、「森林経営計画」を策定し、認
証を受けた地区でないと間伐、枝打ち、
下刈り等の補助が受けられなくなると
いう制度に移行



1. 合意形成と推進組織
2. 森林所有者の状況調査
3. 森林経営計画の策定
4. 森林整備
5. 整備後の維持管理、活用

整備の概要



1. 獣害対策により森林整備の必要性
を集落で醸成

2. 雑木林を含む集落周辺の森林を、
集落単位で所有者の状況を把握

3. 林野庁の森林整備事業で整備
4. 地元負担金は伐採木の売上でほぼ

なし

整備の特徴



1. 自治会総会や役員会での合意
2. 集落一体的な取組とする。森林所有者

個人に配当しないようにするという基
本合意をする。

3. 森林整備は計画、整備の実施、整備
の活用も考慮すると概ね10年間の集
落活動となる。このため、1年交代でな
い長期間の5～10名での推進体制を
整える

合意形成と推進体制



森林所有者の状況調査

森林計画図の転記

公図の写しの入手

· 関係する林班内の筆界と地番をトレースする。

· 森林簿に記載があるが森林計画図にない地番など、位置の不明な
地番は法務局から公図の写しを入手する。

森林計画図の補正
· 法務局より入手した公図より、森林計画図の筆界（地番界）を補
正する。

地籍図整理
· 補正が完了したら見やすいように集落共有地、道水路、ため池、
公共用地などを着色する。

森林簿、森林計画図の
入手

· 関係する森林簿、森林計画図を、市町村を通して県より入手す
る。



森林所有者の状況調査



森林経営計画

現地確認・要望聞取

· まずは、集落の代表者と森林施業プランナーで、計画範囲や境界
の確認を行います。

· 施業の順番や作業道のルート、施業内容など質疑や要望を聞き取
り、適宜応答や要望への対応方法を協議します。

制度の説明
· 森林経営計画制度の概要を、森林所有者に理解して頂くよう説明
会を行います。

森林整備の概要説明
· 聞き取り等の内容を受けて、５カ年の森林整備の概要について説
明会を行います。

委託契約の締結



森林整備

現地調査

· 整備区域の外境界や作業道の設置などを、集落の代表者、施業の
作業班班長、森林施業プランナーで、現地確認する。

· 特に確認したい森林所有者がいる場合は、この所有者も現地調査
に参加する。

· 施業の境界は、尾根・谷・道路などに設定するため、特に境界杭
などは設置しない。

· 現地調査は1日で無理な場合は、２～３日に分けて行う。

説明会
· 委託予定先の森林組合等が森林所有者に、具体的な森林整備や見
積書の内容についての説明会を行う。

施業（３～６ヵ月）

· 森林組合等と事業実施に係る委託契約を締結し、施業を行う。

· 施業面積は５～10ha／年である。

· 搬出した間伐材等を販売する。

測量・申請
（１～２ヵ月）

· 施業後、外周をコンパス測量する。

· 補助金の申請を行う。

精算 · 地元負担金の精算を行う。



造林事業による森林整備

布引山 東近江市 尻無町



整備後の維持管理、活用方法



1. 集落：放置され管理されていなかった
集落周辺の山林が整備できる。

2. 森林所有者：自己負担なしで所有林
の適切な整備ができる。

3. 農家：獣害がなくなる。山裾の農地の
日当たりがよくなる。

4. 森林組合等：積雪で山奥の仕事がで
きない冬季の仕事が確保できる。

整備のメリット



森林計画策定地区

策定年度 地区名

Ｈ２４
池之脇・上二俣
尻無・下二俣

Ｈ２５
高木

五個荘清水鼻
五個荘日吉

Ｈ２６
北須田

五個荘伊野部
大森・上大森



整備実績

単位：m3
H24 H25 H26 合計 比率

1              4             4            
6.39          29.05       34.18       69.62       

Ａ材 240          543          385         1,168       21.8%
Ｂ材 47            101          192         340         6.4%
Ｃ材 238          337          538         1,113       20.8%
小計 525          981          1,115       2,621       49.0%

C材チップ用 190          655          1,097       1,942       36.3%
C材割木用 53            285          452         790         14.8%
小計 243          940          1,549       2,732       51.0%

768          1,921       2,664       5,353       149.1%
120          66           78           77           0.0%

資料：東近江市永源寺森林組合調査（平成27年5月20日）

種類
地区数

整備面積（ha）

合計
1ha当たり搬出量

広葉樹

針葉樹

スギ Ａ材 8,000     ～ 30,000   ～
ヒノキ Ａ材 10,000   ～ 120,000  ～
スギ、ヒノキ Ｂ材 5,000     ～ 12,000   ～

Ｃ材 ～ 4,500     ～ 6,000     
広葉樹 Ｃ材割木用 ～ 7,000     ～ 10,000   
資料：東近江市永源寺森林組合調査（平成27年5月20日）

買取価格（円/m3） 買取価格（円/ｔ）



マニュアル作成



生活困窮者の中間的就労として
薪生産事業



新しい薪ストーブの開発



ご清聴ありがとうございました。


